
税についての作文
国税庁と全国税貯蓄組合連合会が主催の作文コンクールに附中生が 4 人も入賞し、
附属中学校が学校表彰もいただきました。
日本税理士会連合会会長賞
公益社団法人大分法人会会長賞

近藤 澄空さん (3 年生 )　
生野 結眞さん (3 年生 )

大分市教育委員会教育長賞
大分市地区租税教育推進協議会会長賞

中野 愛子さん (3 年生 )　
塩地 紗菜さん (3 年生 )

大分市・県・中学校新人体育大会結果

高円宮杯第75回全日本中学校英語弁論大会

大分市 < 団体 >　男子バスケットボール部　　優勝
                         男子卓球部　　　　　　　　優勝
                         男子バレーボール部　　　　ベスト 8

< 個人 >　バドミントン部 丸井 悠菜さん (1 年 )　第 1 位
　　　　　水泳部  宮内 風響さん (2 年 )    50m 背泳ぎ　第１位
       100m 背泳ぎ　第１位
    宿 文皓明さん (2 年 )　 50m 平泳ぎ　第１位
         50m 自由形   第２位
　　　　　卓球部 　　齊藤　佑さん　(1 年 )　第 3 位
   　　佐藤 惇さん、大谷祐史さん (2 年 )　ベスト 8

大分県 < 団体 >　男子バスケットボール部　　第３位
                         男子卓球部　　　　　　　　ベスト８

< 個人 >　バドミントン部 丸井 悠菜さん (1 年 )　第 1 位
　　　　　水泳部  宮内 風響さん (2 年 )    50m 背泳ぎ　第１位
       100m 背泳ぎ　第１位
    宿 文皓明さん (2 年 )　 50m 平泳ぎ　第１位
         50m 自由形   第２位
　　　　　

おめでとうございます！

生野 結眞さん (3 年生 ) が 11 月に東京で行われた上記の全国大会に大分県代表の一人として出場しました。
素晴らしい発表の様子は、青垣祭 1 日目に全校生徒や保護者の前で発表されました。

　ご卒業おめでとうございます。たった1
年間でしたが、皆さんと過ごすことがで
きたことをうれしく思います。これからも
英語を学ぶことを通して、自分の見聞を
更に広げていくことを期待し
ています。
学年主任　三村洋平先生

　３年間を振り返って、試行錯誤する様
子、意見交流する様子、真剣になって学
ぼうとする姿を見ることができ、授業を
していてとても楽しかったです。今後も
粘り強く、論理的に考える力を
更に伸ばしていってください。
応援しています。　
Ｃ組担任　高木博也先生

　ご卒業おめでとうございます。この
先、皆さんはそれぞれの道を歩んでいく
わけですが、今日まで多くの仲間や家
族、地域の方 と々ともに過ごした経験を
糧として、笑顔と感謝の気持ちを忘れ
ず、自分の道を歩んで欲しいと
願っています。皆さんの今後
の活躍に期待しています。　
副担任　阿南幸一先生

　「ご卒業おめでとうございます。」この言葉を言う立
場に替ってから4度目の春になりました。3年間で沢山
の事がありました。思い出話は尽きませんが、この学
び舎で頑張った自分が居たことは忘れないでくださ
い。何時か、何かの折に思い出し、頑張った自分を褒
めてくださいね。最後になりますが、楽し気にざわめく
皆さんを見ていると自分の老いも忘れて幸せ
な時間を過ごすことができました。ありがと
う、お元気で、幸せになってくださいね。
副担任　高橋雅子先生

　3年生の皆さん、ご卒業おめでとうご
ざいます。中学校3年間はいろいろな経
験をし、たくさん成長しましたが、とても
短く感じませんか？おそらく高校3年間
も同じくらい短く感じます。だからこそこ
れからの1日1日を大切に過ご
してください。　
A組担任　矢野雄大先生

　ご卒業おめでとうございます。いつも
明るく周りの友だちに優しくできるとこ
ろが皆さんの魅力です。これからの人生
も自分に関わる多くの人を大切に、そし
て自分自身を大切に。キラキラ輝く毎日
であることを心より願います。
B組担任　高橋舞先生

　ご卒業おめでとうございます。中学卒
業後は、これまで以上に自由になり、よ
り責任もともなって来ます。自分の行動
に責任をもてる人になってください。より
成長して再会できることを楽し
みにしています。　
Ｄ組担任　羽田野直樹先生

卒業おめでとう
第73回卒業式が令和6年3月2日(土)
に行われます。附属中学校での3年間
の思い出を胸にあらたな一歩をふみ
出そうとしている3年生へ先生方か
らメッセージをいただきました。
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青垣祭
１日目 令和５年１０月３１日（火）
生徒はもちろんのこと保護者にとっても楽しみな行事の一つである青垣
祭。1 日目は附属中学校体育館にて実行委員長  山本桃花さんの挨拶を皮
切りに英語弁論発表、ディベート同好会やアクトクラブの発表に続き、3
年生が事前に制作したビデオ上映が行われました。
脚本作りにはじまり、演技、撮影、編集と中学生とは思えないほどの力
作揃いでした。KCS 大分情報専門学校の龍野晃先生による講評もいただ
き、見事 B 組が最優秀賞に選ばれました。展示物の鑑賞もあり、すばら
しい作品の数々に、あちこちからたくさんの保護者の感嘆の声があがっ
ていました。

テーマは・・・

「世界の 6分の 1」　～貧困をなくそう～

「僕と君の声を」　～平和と公正をすべての人に～「宿明」　～人や国の不平等をなくそう～

「Hello “study”」　～質の高い教育をみんなに～

実行委員長 山本桃花さん

英語弁論発表 生野 結眞さん
「No Worries ～肩の力を抜いて～」

ディベート同好会 発表

アクトクラブ 発表

 B 組 最優秀賞表彰全校制作ポスター

3-A 3-B

3-C 3-D

3 年生全員で折り鶴で制作した翼



アクトクラブ紹介

3 年 A 組 ～モルダウ～ 3 年 C 組 ～はじまり～

3 年 B 組 ～ひとつの朝～ 3 年 D 組 ～信じる～

合唱部「さあはじめよう」「涙をこえて」
「実りへの決意」「あいたくて」 昼だけ合唱団

２日目は J:COM ホルトホール大分 大ホールにて各学年ごとの学級合唱、さらには復活した学年合唱と合唱
部、校長先生の指揮による「昼だけ合唱団」の演奏が行われました。１年生、２年生、３年生ともに D 組が
見事最優秀賞となりました。この日のために頑張った子どもたちの陰の努力を想像し、一生懸命に取り組む
姿に胸が熱くなりました。

２日目 令和５年１１月１日（水）

　インターアクトクラブからアクトクラブへ、大分県の中学校で唯
一の独立した奉仕クラブになりました。3年生がクラブから離れ、1
年生23名・2年生22名の総勢45名の新体制で活動しています。ボ
ランティア活動を通じて、他人に対する思いやりと世界の問題につ
いての知識と理解を深め、国際理解に貢献すること、建設的な指
導力を養成し自己の完成を図ることを目的としています。活動は、
田ノ浦ビーチ清掃・彫刻清掃・トルコ地震募金・ウクライナ支援募
金・24時間テレビ募金など多岐にわたります。中学生ができる
SDGsへの取り組みや環境について学ぶ機会が持てます。
▼1年生感想
　募金活動では大きな声で募金のお願いをして、沢山の方が快く協力してくれました。
また、「頑張ってください」と声をかけてもらった事がとても嬉しかったです。アクトクラ
ブは活動していく中で自分の活動する気持ち以外に、応援されたり感謝されたり、パ
ワーをもらいます。 大分駅前での募金活動の様子



　3年生は2回の進路PTA、三者面談が終了し、いよいよ受
験が目前に迫ってきています。学年テーマ『採光』～咲き誇
れ色とりどりの花～をもとにサイコウな1年になることを祈り
ながら、役員一同活動してきました。主な活動は、1学期から
取り組んできたDVD制作です。今年は新たな試みとして全
校生徒を収録しています。同級生だけでなく、先輩と後輩
の繋がりも大切な思い出です。そんな一面も収録できたら
と考えています。2学期は青垣祭の収録を行いました。よう
やく本来の姿を取り戻した青垣祭は感謝にあふれ、輝いて
いました。3年生による制作動画では、子どもたちから制作
秘話を聞きながら鑑賞できることが楽しみです。クラス全員
で制作している様子が目に浮かぶと思います。合唱では、生
徒たちにとって初めての全員大合唱が行われました。学外
施設での合唱は附属中学校ならではであり、貴重な経験を
させていただきました。先生方をはじめ保護者の皆様、ご協
力頂きありがとうございました。

各委員会活動報告（後期）

学年委員会(3年部)学年委員会(3年部)

　２年部では「Synergy grow together」～一人一人の力を
最大限に～を学年テーマに活動しました。
　「親子のコミュニケーションについて」というテーマのもと
開催した学級懇談会では「中学２年生になり親子のコミュ
ニケーションが変化した」と感じる方が多く、話題や話をし
やすい雰囲気を各家庭で工夫していることを伺うことがで
きました。『我が家』だけではなく多くの家庭で同じ悩みを抱
えていることを共有でき、子どもたちが成長し、思春期にあ
るということを改めて実感いたしました。懇談会での意見を
共有できるようさくら連絡網で配信しました。
　12月、皆様を代表し、修学旅行出発式に参加させていた
だきました。3泊4日の研修から戻った子どもたちの顔は凛々
しくなったように感じられました。1月、次年度にむけて進路
講演会を実施しました。
　今年度は制限が緩和されて以前の附属中学校の日常が
戻って来つつある1年でした。委員会活動も同じ空間をより
共有できるようになり、皆様一人一人のお力添えを最大限
に頂けたのではないかと思います。1年間活動にご協力いた
だいた先生方、保護者の皆様に深く感謝申し上げます。

学年委員会(2年部)学年委員会(2年部)

　今年度のテーマは「つなげよう
 広げよう あいさつと社会の輪」
です。あいさつを通じて『人と人
のつながり』を大切にする環境をつくり、登下校中のマナーを
自ら守ることで子どもたちの『公共心や社会性』を育んでいけ
たらという思いで後期も活動しました。
　後期の活動は、青垣祭当日の会場周辺警備でした。周辺で
の乗降時、ルールを守れていない箇所がありました。ルールを
守ることが子どもたちと学校の気品にも繋がるかと思いますの
で来年度以降もルールを守るようにご協力をお願いします。
　前期と後期を通じて登下校指導を行いました。交通量が多
い箇所もありますが特に危険を感じることもなく登校できて
いました。今年は制限もなく、体育大会と青垣祭を観覧でき子
どもたちの成長を感じることができたのではないでしょうか。
活動を通じて、子どもたちが無事に学校にたどり着き帰宅す
るという何気ない日常が実は心から感謝すべきことなのだと
痛感させられました。１年間ご協力ありがとうございました。

生活委員会生活委員会

　花苗の植え替えを9月、10月、2月に
行い、9月にはすべてのプランターの土
を替えました。手入れ、水やりなど委
員とオールフォーオールの皆様で維
持していきました。今年度は猛暑が続
き、思った以上に花が枯れてしまい途
中で植え替えをしたりなど、管理が難
しい年でもありました。また第2回の
グラウンドの草取りを10月に行いまし
た。12月には2年部、1年部の委員でクリスマスオーナメント
の飾りつけ、撤去を行いました。また西部公民館での校外
研修にも参加させていただきました。
　日常生活が戻り活動がしやすくなった一方で夏場は猛暑
が続き大変な中、保護者の皆様、先生方、委員の方々などの
協力で1年活動を行うことができ感謝しています。ご協力い
ただき本当にありがとうございました。

環境委員会環境委員会

　昨年４月、中学生としての第一歩を踏
み出した１年生。行動制限もなく多くの
学校行事が行われ、11月末からの3日間
は職場体験が実施されました。その際、
学年委員の活動として、保護者の皆様に
子どもたちへのお手紙作成を依頼させ
ていただきました。不安や緊張でいっぱ
いだった子どもたちもお手紙を読んで心
が和んだことかと思います。ご協力いた
だきありがとうございました。また、前期
に行われた保護者懇談会の内容をまと
めた学年通信を発行しました。今後のご
参考となれば幸いです。
　数年ぶりに制限のない学校生活を送ることができた子ど
もたち。この日常を当たり前とは思わずに、これからも学ぶ
ことや楽しむことに精一杯励み多くの経験を積み重ねて欲
しいと願います。
　最後になりますが、１年間、子どもたちを見守りご指導く
ださった先生方、ＰＴＡ活動にご協力いただいた保護者の
皆様には心よりお礼申し上げます。

学年委員会(1年部)学年委員会(1年部)

　総務委員会は、他委員会との諸調整を始め、PTA総会の
運営、学校行事の補助、多数に及ぶPTA研修会・PTA研究
大会等に出席し、見聞を広めさせていただく機会を得る中、 
PTAが必要とされる意図や要望を適切な委員会等へ伝達
していくなど、子どもたちの教育環境の改善、充実を図るた
めに日々邁進してまいりました。コロナ感染症の位置づけが
5類感染症に移行し、日常を取り戻しつつある中、子どもた
ちの学びの様子からは穏やかな優しい人柄が垣間見えるよ
うになってきました。これもひとえに子どもたちと保護者の
皆様との温かい関係性の賜物と深く感謝申し上げます。今
後も学校とのつながりが子どもたちの変化につながっていく
ことを願って止みません。 また、去る11月11日㈯に行われま
した学校説明会では非常に多くのご家族の方にご参加頂
き、期待と不安が入り混じっている面持ちで本校を見学され
ていました。現在、在籍している子どもたち、新しく入学する
子どもたちにとって最良の学びの場となり得るよう、今後と
も諸先生方や保護者の皆様にはPTA活動にご理解とご協
力をお願いするとともに、 この 1 年間総務委員会の活動に
ご協力いただいたことに対して心より感謝申し上げます。

総務委員会総務委員会



　文化研修委員会の年間テーマ「いだく」～思いを共有し、
ともに前進しよう～のもと活動してまいりました。授業で学
ぶ以外の活動として昨年より文化研修委員会主催で始まっ
た希望者向け学習講座『サタスタ』を今年も開催させてい
ただきました。9月6日に第１回「いのちの大切さについて考
えよう」を九州自然動物公園アフリカンサファリ園長 神田
岳委氏、10月11日に第２回「教育普及出前ワークショップ」
をOPAMの渕野俊二氏を講師にお迎えし講演等を行って
いただきました。
　昨年、続いていたコロナの影響により企画したものの開
催できなかったサタスタも今年は全て無事に開催すること
ができ、他学年の生徒さん同士、活動を通していろいろな
考えや感情を共有することができました。
　便利になっているネット社会の一方で周りと関わることが
減ってきている昨今。そんな中でも同じものを支持し共有
できる仲間だからこそ前に進んでいける。学校という集団
生活の中でたくさんの価値観と、個人では行えない活動を
通しながら相乗効果のある生活を今後も送れることを願っ
ております。１年間、PTA活動のご協力をいただきました校
長先生をはじめとする先生方、総務委員会の方々、保護者
の皆様、PTA事務の方に、心より感謝申し上げます。本当に
ありがとうございました。

文化研修委員会文化研修委員会

　昨年同様、年2回の広報
紙あおがき177号、178号を
発行いたしました。『リス
タート～仲間とともに～』
の年間テーマのもと、コロ
ナ禍以降のPTA活動の取
り組み、子どもたちの日々の頑張る姿を少しでも多くの皆様
にお届けできるようにと広報部員一丸となって活動を進め
てまいりました。
　広報紙作成においては、取り扱い記事を決定し各学年ご
とに取材依頼や原稿の作成、フォトアイ下辻さんにご提供し
ていただいた中より写真選定、全てをレイアウト後に印刷業
者の方との打ち合わせ、手直し作業を3度繰り返し本刷り。
最後に各クラスごとに仕分け、配布して発行完了です。とて
も制約の多い中での取材活動や写真撮影等、やってみて初
めて大変さを痛感いたしました。そのような中で無事に発行
できましたのは、快く取材にご協力してくださいました先生
方や子どもたち、各委員会、総務の方々の支えがあってのこ
とと心より感謝いたします。1年間ご協力いただきありがとう
ございました。

広報委員会広報委員会

ゾウ

2023年度 ＰＴＡ文化研修委員会主催のサタスタ生徒向け講演会が開催されました
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　昨今、PTA役員活動等が縮小
の方向へ進む状況の中、附属中
学校では総務委員会を中心とし
て各委員会が活発に活動してい
ることに、一保護者として日頃よ
り頭の下がる思いでした。しかし
ながら、今年度役員を務めるに
あたりPTA役員活動の大変さを
身をもって感じる1年となりまし
た。役員のほとんどがくじ引きで
選ばれた人員で広報紙作成経
験者がほぼいない状況の中、不
安な思いしかない活動のスター
トでした。仕事を持っている人、
家庭の事情でなかなか活動が難
しい人が多い中、最初の役員会
以降は全員で集まれる機会は一
度きりでした。そんな状況の中、
負担は大きいものでしたが、部員
が一丸となって協力し広報紙を
発行できたこと、PTA活動を通
してより附属中学校のことを深く
知りえた事は大きな喜びです。保
護者の役員活動は勿論、先生方
や子どもたちの日々の活動への
取り組みや頑張る姿を少しでも
多く知っていただきたい思いで走
り抜けた1年でした。最後に、活
動を支えてくださった総務の皆
様、取材にご協力頂いた先生方、
各委員会の全ての皆様、ＰＴＡ
会員の皆様に心より感謝いたし
ます。

4年ぶりに職場体験学習がありました！

　11月29日（水）～12月1日（金）
の 3 日間、1 年生が約 40 か所の
事業所に職場体験学習に行ってき
ました。新型コロナウイルス感染症
の影響で、実に４年ぶりとなる学習
活動でしたが、子どもたちは地域
の様々な企業の皆様からサポートを
いただきながら、働くことの意義や
喜び、生きがいなどを学び、社会人・
職業人としての規律やマナーの大
切さを知り、社会生活に適応する
力を身につけることができたと思い
ます。
　この貴重な体験を通して、仕事
の大変さ・充実感・達成感と共に、
人との関わりの大切さや周囲への
感謝の気持ちなど、多くのことを学
んだようです。
　この貴重な経験を、今後の中学
生活に活かして欲しいと思います。


